
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しぶかわＮＰＯ・ボランティア支援センターだより 

                   ２０１６．１１．１ ／ NＯ．１６  

 

 

 

 

        

 

ＮＰ０やボランティア団体をサポート 

 

 

「「チチララシシ＆＆会会報報づづくくりりののポポイインントト／／キキャャッッチチココピピーーのの活活用用」」((裏裏面面))  

                                     

 

 

しぶかわＮＰ０・ボランティア支援センター(所管：渋川市役所市民部市民生活課) 

●所  在  〒３７７－８５０１ 渋川市石原６番地１／渋川市役所第二庁舎内 

●開館時間  午前８時３０分～午後５時１５分 

●休 館 日  土・日曜日、国民の祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

●電  話  ０２７９－２２－２２１０  ●ＦＡＸ  ０２７９－２２－２１３２ 

●Ｅ－ｍａｉｌ  ｎｐｏｖｏｌｕ＠ｃｉｔｙ．ｓｈｉｂｕｋａｗａ．ｌｇ．ｊｐ 

●Ｕ  Ｒ  Ｌ   http://www.nposupport-shibukawa.com 

 

 しぶかわＮＰＯ・ボランティア支援セン 

ターは「市民が相互に支え合う地域社会の

実現を目指して」をスローガンにＮＰＯや 

実現を目指して」をスローガンにＮＰＯや 

ボランティア団体などの活動を支援しま

す。相談業務をはじめ各種の情報提供や

研修」会、情報紙の発行を行っています。 

 



 

  団団体体のの活活動動紹紹介介 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
セ
ン
タ
ー
利
用
登
録
団
体
の
み 

音
響
器
具
を
無
料
で 

お
貸
し
し
ま
す 

    ○
器
具
：
ス
ピ
ー
カ
ー
１
台
、
有
線
マ 

イ
ク
１
本
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ 

イ
ク
２
本 

○
利
用
期
間
：
原
則
４
日
以
内 

○
予
約
：
利
用
日
の
２
カ
月
前
か
ら
電 

話
に
て 

 

パネル展示 ２月１日～３月２９日 

団団体体のの活活動動をを写写真真ななどどでで紹紹介介  
     市役所第二庁舎あじさいサロン 

 

現
在
、
市
内
に
は
41
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
あ
り
、
内
、
当
セ
ン
タ
ー
に
利

用
登
録
し
て
い
る
法
人
数
は
22
。
市

民
活
動
団
の
利
用
登
録
数
は
29
。
合

わ
せ
る
と
51
団
体
に
な
り
ま
す
。
そ

の
内
、
パ
ネ
ル
展
示
に
は
、
毎
年
40

前
後
の
団
体
が
出
展
し
て
い
ま
す
。 

展
示
さ
れ
る
パ
ネ
ル
は
、
各
団
体

が
一
年
間
に
お
け
る
活
動
の
成
果
を

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
、

思
い
を
込
め
て
制
作
し
た
も
の
で
、

見
応
え
の
あ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
各
団
体
の
活
動
内
容
を
分

野
別
に
見
る
と
「
福
祉
の
推
進
」
や

「
子
育
て
や
子
ど
も
の
健
全
育
成
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
「
環
境
の

保
全
」
「
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。 

  

市内ＮＰＯ法人数：４1 団体 
＝２２団体、市民活動団体＝２９団体） 
 
 

子どもと本を 

つなぐ会“結” 
たった一冊の本が人生を変える

こともあります！豊かな心と学び

の力である本は、わたしたちにた

くさんの幸せをくれます。ひとり

でも多くの子どもたちが「本とと

もだち」になれるよう、子どもた

ちと本をつなぐ活動をしていま

す。 

団体からの一言 本が好き、子ど

もが好きな方、一緒に活動しませ

んか。電話 0279-30-2176 

 

NPO 法人 
Regional childcare support 

こはく 
小学生のための学習支援教室

「わらしべ」を運営。子どもたち

の苦手教科を保護者と相談しなが

ら、その子に合った方法で支援し

ています。他に親子で参加できる

イベントとしてバス旅行、講演会

などを開催しています。  

団体からの一言 月、木、金曜日の

午後５時から渋川市中央公民館で

活動。電話 090-2436-9372 

 

 

 

 

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
当
セ
ン
タ
ー
に

利
用
登
録
し
て
い
る

団
体
な
ど
の
活
動
状

況
を
、
写
真
な
ど
で

紹
介
す
る
、
パ
ネ
ル

展
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
40
前
後

の
団
体
が
出
展
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

■
展
示
期
間 

平
成
29
年
２
月
１

日(

水)

～
３
月
29 

日(

水) 

■
展
示
場
所 

 

市
役
所
第
二
庁
舎

２
階 

あ
じ
さ
い

サ
ロ
ン 

 

 

 



 

      

    

 

 

   

   

      団団体体のの活活動動紹紹介介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神保健福祉ボランティア 

たんぽぽの会 
活動の目的は、障害者が地域であた

り前に生活ができるように支援する

ことです。と言っても、難しいことを

行っている訳ではありません。居場所

づくりとしてサロンを開いたり、施設

を訪問して一緒に料理を作ったり、楽

しく活動しています。 

団体からの一言 「助け合える仲間 

がいるよ」が会のキーワードです。 

電話 0279-20-1112(渋川市社会福祉協

議会 ボランティアセンター) 

 

 

 こんな本あります 

ＮＰＯ!？ なんのため だれのため 

「ＮＰＯとまちづくり」現場からの本音トーク 

著者：村岡兼幸・財団法人まちづくり市民財団 
   

借りられます 

本の貸出・返却＝１人２冊まで、利用期間は 15 日

間、当センター開館時間中に無料で借りられます。 

 
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
登
録
団
体

な
ど
を
対
象
に
、
活
動
の
参
考
に
し
て

も
ら
お
う
と
毎
年
、
視
察
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
５
月
20
日

に
栃
木
県
の
二
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

視
察
し
ま
し
た
。 

一
つ
目
の
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち

ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
柱
に
、
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て
い
る
人
の
た
め
に

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
物
品
を
提 

供
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
他
に
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

認
定
Ｎ
Ｐ
０
法
人
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
寄
付
金
の
受
け
入
れ
が
し
や

す
く
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
寄
付
金
を
集
め
、
各
事
業
の
資
金

に
充
て
て
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
栃
木
市
の
歴
史
や
街

並
み
を
生
か
し
、
ま
ち
な
か
に
賑
わ

い
を
取
り
戻
そ
う
と
平
成
23
年
に
発

足
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
の
街
遊
覧

船
」
。
同
法
人
の
活
動
は
、
江
戸
時

代
、
船
運
に
よ
り
賑
わ
っ
た
巴
波
川

（
う
ず
ま
が
わ
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
、
船
上
か
ら
蔵
の
ま
ち
並
み
を

見
て
も
ら
う
も
の
で
、
ま
ち
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。 

  

 

NPO 法人 カラフル 

就労継続支援事業所 
活動は、企業で働くことが不安で

あったり、困難であったりする障が

い者の方に対して、就労の機会を提

供しています。利用者の皆さんの知

織や能力をより向上させるために、

物を作る生産活動に取り組んでいま

す。また、各種訓練を行うとともに、

集いの場として、様々なレクリエー

ションを行っています。 

団体からの一言 今年 2 月に開所し

た事業所です。現在、利用者を募集

中です。電話 027-289-8547 

 
活動団体のデータ情報 2０１６.10.１現在   
当センター登録団体数：５１（内、ＮＰ０法人 

視察研修 

報  告 

 認
定
Ｎ
Ｐ
０
法
人 

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

本本
当当
にに
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
物物
品品
をを
支支
援援  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

蔵
の
街
遊
覧
船 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歴歴
史史
やや
街街
並並
みみ
をを
生生
かか
しし
たた
取取
りり
組組
みみ  

フードバンク事業について、事務局

長から説明を聞く参加者。事務所兼

倉庫には、米をはじめ乾麺、カップ

麺、調味料などがありました。 

 

 

 

 



チラシ＆会報づくりのポイント②       

   ・・・キャッチコピーの活用・・・ 
現代社会では、皆さんに毎日毎日、おびただしい量の情報が 

降りそそいでいます。そのなかで、チラシをできるだけ多くの 

人に読んでもらうための必須要件がキャッチコピーの活用です。 

   
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

    

  

 

 

     

 

     ＮＮＰＰＯＯ法法人人・・市市民民活活動動団団体体のの催催しし物物 ①内容 ②場所 ③日時 ④申込み問合せ先  

    ① ①第 2 回ぽれぽれ祭／体験発表や展示、コンサート、屋台

(焼きそば、フランクフルトなど)授産品の販売ほか ②

NPO 法人ぽれぽれあいぽーとあすなろ敷地内 ③11 月 19

日 (土 )午前 10 時～午後 1 時  ④NPO 法人ぽれぽれ 

0279-22- 4649(担当 根本) 

 

①第 66 回日本のまんなか渋川駅伝大会 第 17 回日本の 

まんなかジュニア駅伝大会 ②駅伝コース(渋川・吉岡・榛

東)ジュニア駅伝コース(渋川市役所本庁舎周辺) ③11 月

23 日(水・祝)駅伝スタート午前 9 時 30 分 ジュニア駅伝

スタート午前 9 時 45 分 ④一般社団法人渋川青年会議所 

090- 1121-9511(実行委員長 狩野) 

 

①第 47 期修了・定期演奏会／30 人の会員のアコーデ 

ィオンによる年１回の合奏や独奏です。東京からおみ

えのプロの演奏もお楽しみいただけます。入場は無料。

②金島ふれあいセンター ③11月 27日(日)午後 1時～4

時 ④渋川アコーディオンサークル 25-0144(事務局 永

井) 

①音の葉∞言の葉クリスマスコンサート／ジャズ界で 

今一番ノリノリのディオユニットシンガー伊藤大輔、

ピアノ阿部篤志。対象は小学生以上 ②渋川市中央公民

館 4 階講堂 ③12 月 11 日(日)午後 1 時 30 分開 2 時開

演 ④miru 会 090-9314-6944 (代表 狩野) 

 

①渋川まちなかイルミネーション ②渋川駅前広場ほか

③12 月 3 日(土)～1 月 31 日(火)午後 5 時～10 時 

①渋川まちなかうたごえサロン／参加料 500円(ドリンク

とプチデザート代) ②エッグホール(渋川駅前通り商店

街) ③2 月 18 日(土)午後 3 時～5 時 ④渋川市中心市街地

まちづくり市民サポーター(商工振興課 22-2596) 

 

①赤城公民主催の｢新春ふれあい広場｣でミスホタルが 

活動紹介／DVD の放映や大型ポスターの展示、資料の

配布も行います。②赤城公民館ホール ③1 月 21 日(土)

午後 1 時 30 分～3 時 30 分 ④宮田ほたるの里を守る会

0279-56-8780(事務局長 星野信好) 

 

 

■キャッチコピーの役割 
  思わず読んでしまう 

    ↓ 

 その瞬間、興味を抱く 
      ↓ 

  チラシの内容を読む 
     ↓ 

行動することにつながる 

 

■キャッチコピー参考例 

 大人も楽しいイベント 

いっぱい 

  

大人もうなる しかも  

てんこ盛り 

  

 キャッチコピーは、無意識に読

まれることが多く、右の図のよう

な役割があります。また、「読む

つもりがなくても、自然に読んで

しまう」という特質もあります。 

 キャッチコピーを付けるにあた

っては、伝えたい内容の最重要点

をどのような切り口で取り上げる

かがポイントになります。 

キャッチコピーには「一瞬で

見る人の心をつかむ力」があり

ます。そのことから、長文にな

らないことが肝要です。文字数

は、１０文字以下が理想的です

が、１５文字程度までなら許容

範囲です。 

次回は、『見やすいレイアウ

ト』です。 

 あとがき 今年度の視察研修は、ボランティアの本

質を改めて考える機会に。「ＳＯＳ（助けを求める）

を発信している人に、本当に必要とされる物やサー 

ビスが行われているか」が、とっても重要と痛感。

ボランティアが押しつけになっていないだろうか、

自己満足になっていないだろうか。する前に一考を。 

 

 

①ボランティア養成オープン講座／病の｢うつ｣を正し 

く知ろう!その心とからだ ②ほっとプラザ 4 階大会議

室 ③11 月 21 日(月)午後 1 時 30 分～3 時 30 分 ④精神

保健福祉ボランティアたんぽぽの会 0279-20-1112(ボ

ランティアセンター内) 

 

ボランティア養成オープン講座／｢うつ｣を正しく 

知ろう!その心とからだ②ほっとプラザ 4 階大会議室③

11 月 21 日(月)午後 1 時 30 分～3 時 30 分④精神保健福

祉ボランティアたんぽぽの会 0279-20-1112(ボランテ

ィアセンター) 

 

 

①第 95 回『人塾』／心をつなぎ、命をつなぐ“お葬式” 

～命が輝く社会づくりを目指して～講師(株)アーバンフ

ューネスコーポレーション代表中川貴之氏 ②渋川市中

央公民館講義室 ③12月17日(土)午後1時～4時 ④NPO

法人日本福祉教育研究所 0279-24-3999(代表 妹尾) 

 


